
　
去
る
一
二
月
一
日
に
茨
城
県

里
美
村
「
プ
ラ
ト
ー
さ
と
み
」

で
関
東
学
生
選
手
権
（
関
東
イ

ン
カ
レ
）
が
行
わ
れ
た
。
東
工

大
Ｏ
Ｌ
Ｔ
か
ら
は
プ
レ
セ
レ
通

過
者
・
免
除
者
で
あ
る
八
人
が

出
場
し
た
。
ま
た
当
日
は
今
年

度
コ
ー
チ
の
三
人
が
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
業
務
に
あ
た
っ
た
。

　
男
子
選
手
権
ク
ラ
ス
で
は
並

み
い
る
ラ
イ
バ
ル
を
押
し
の
け

て
蔵
田
真
彦
選
手
（
四
年
）
が

優
勝
。
二
位
の
佐
々
木
良
宜
選

手
（
筑
波
大
）
に
三
分
あ
ま
り

の
差
を
つ
け
る
圧
勝
だ
っ
た
。

東
工
大
の
選
手
が
関
東
イ
ン
カ

レ
で
優
勝
す
る
の
は
初
め
て
。

入
賞
は
九
八
年
の
森
哲
博
さ
ん

（
一
八
期
）
以
来
。
七
位
は
徳

江
勇
樹
選
手
（
三
年
）
が
入
っ

た
。
六
位
と
は
八
十
秒
あ
ま
り

の
差
で
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し

て
し
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
関
東
イ
ン
カ
レ
の
上

位
者
に
は
三
月
に
行
わ
れ
る
イ

ン
カ
レ
の
選
手
権
ク
ラ
ス
へ
の

出
場
権
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、

東
工
大
か
ら
は
上
位
二
四
人
の

通
過
枠
に
蔵
田
、
徳
江
の
他
に

菊
澤
恵
三
選
手
（
四
年
）
が
一

六
位
で
通
過
し
た
。
ま
た
、
二

六
位
だ
っ
た
田
中
淳
一
選
手

（
三
年
）
は
当
日
は
涙
を
の
ん

だ
も
の
の
、
後
日
繰
り
上
げ
で

通
過
が
決
定
し
た
。

　
イ
ン
カ
レ
の
選
手
権
ク
ラ
ス

の
出
場
枠
が
前
年
ま
で
の
九
十

人
か
ら
六
十
人
に
削
減
さ
れ
た

関
係
で
本
セ
レ
の
通
過
人
数
が

少
な
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中

で
の
四
人
と
い
う
通
過
人
数
は

東
大
の
八
人
、
早
稲
田
大
学
の

五
人
に
次
い
で
三
番
目
に
多

い
。
な
お
、
こ
の
数
年
で
の
男

子
の
通
過
人
数
は
〇
一
年
が
六

人
、
〇
〇
年
が
四
人
、
九
九
年

が
三
人
。

　
参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
の

詳
細
な
記
事
は
次
号
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

　
本
セ
レ
、
冬
合
宿
が
終
了
し

た
こ
の
時
期
、
イ
ン
カ
レ
ま
で

は
残
す
と
こ
ろ
あ
と
二
ヶ
月
。

イ
ン
カ
レ
団
体
戦
の
選
手
権
ク

ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
争
い
も
熾
烈

を
き
わ
め
る
時
期
で
あ
る
。
今

年
は
、
本
セ
レ
を
通
過
し
た
メ

ン
バ
ー
以
外
に
も
昨
年
の
団
体

戦
の
メ
ン
バ
ー
の
斎
藤
（
三

年
）
、
夏
の
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
の

一
走
で
好
走
し
た
藤
野
（
四

年
）
、
成
長
著
し
い
前
田
（
二

年
）
ら
と
団
体
戦
入
り
を
狙
え

る
選
手
を
多
数
抱
え
て
お
り
誰

が
代
表
に
な
る
か
は
全
く
の
未

知
数
と
言
え
る
。

　
本
セ
レ
は
健
闘
し
た
。
通
過

人
数
自
体
は
減
っ
て
い
る
も
の

の
通
過
の
割
合
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
昨
年
が
九
〇
人
中
、
東

工
大
は
六
人
。
今
年
は
六
〇
人

中
の
四
人
で
あ
る
。
し
か
し
上

位
通
過
が
多
い
。
優
勝
し
た
蔵

田
を
筆
頭
に
徳
江
が
七
位
、
菊

澤
が
一
六
位
、
田
中
が
二
六
位

で
あ
る
。三
六
位
の
井
ノ
川（
四

年
）
、
三
八
位
の
前
田
も
例
年

な
ら
ば
通
過
圏
内
で
あ
り
、
確

実
に
層
は
厚
く
な
っ
て
き
て
い

て
期
待
が
も
て
る
。
ち
な
み
に

昨
年
の
本
セ
レ
は
蔵
田
が
一
九

位
、
菊
澤
が
二
六
位
、
山
根
が

三
〇
位
、
斎
藤
が
三
四
位
、
藤

野
が
三
八
位（
以
上
、通
過
者
）

だ
っ
た
。
Ｏ
Ｌ
会
全
体
の
層
が

薄
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
差
し

引
い
て
も
健
闘
は
明
ら
か
だ
。

　
こ
れ
か
ら
選
手
た
ち
は
一
月

の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大

会
、二
月
の
関
東
リ
レ
ー
大
会
、

早
大
Ｏ
Ｃ
大
会
、
直
前
合
宿
を

経
て
イ
ン
カ
レ
に
向
か
っ
て
い

く
。
二
月
に
は
学
期
末
試
験
も

あ
り
、
本
業
の
方
も
忙
し
く
な

る
。

　
例
年
、
イ
ン
カ
レ
で
い
い
と

こ
ろ
ま
で
は
い
く
の
だ
が
メ
ダ

ル
に
手
が
届
か
な
い
東
工
大
Ｏ

Ｌ
Ｔ
。
今
年
は
本
セ
レ
で
筑
波

大
を
抜
い
て
の
関
東
三
位
の
通

過
人
数
、
慶
応
大
学
と
の
対
抗

戦
も
快
勝
、
と
、
こ
こ
ま
で
は

順
調
に
来
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
な
か
な
か
届
か
な
い
表
彰

台
へ
－
－
。
選
手
た
ち
の
最
後

の
踏
ん
張
り
を
応
援
し
た
い
。

　
　
　
（
二
〇
期
　
川
俣
智
）

一
一
月
二
四
日
に
兵
庫
県
で
行

わ
れ
た
西
日
本
大
会
（
主
催
・

Ｊ
Ｏ
Ａ
＝
日
本
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
協
会
）
で
円
井
基
史
さ

ん（
一
九
期
、多
摩
Ｏ
Ｌ
所
属
）

が
Ｍ
２
１
Ｅ
ク
ラ
ス
で
五
位
に

入
賞
し
、
全
日
本
大
会
の
出
走

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
優
勝
は

東
工
大
〇
〇
年
度
コ
ー
チ
の
松

澤
俊
行
さ
ん
。
円
井
さ
ん
の
全

日
本
出
走
権
の
獲
得
は
昨
年
に

続
き
二
年
連
続
。
昨
年
は
福
井

県
で
の
東
日
本
大
会
Ｍ
２
１
Ａ

ク
ラ
ス
優
勝
で
の
獲
得
で
、
Ｊ

Ｏ
Ａ
主
催
大
会
で
の
選
手
権
ク

ラ
ス
で
の
獲
得
は
初
め
て
と
な

る
。

　
円
井
さ
ん
の
話
「
全
日
本
大

会
で
は
十
位
以
内
が
目
標
」
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蔵田,菊澤,徳江,田中がインカレ選手権出場権獲得
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確
実
に
厚
く
な
っ
て

き
て
い
る
選
手
層

西
日
本
大
会
で

円
井
さ
ん
入
賞



つ
ば
め
会
会
員
の
皆
様
、
こ
ん

に
ち
は
。

　
一
〇
月
・
一
一
月
は
東
工
大

Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
、
つ
ば
め
会
合
宿
、

つ
ば
め
会
総
会
・
懇
親
会
と
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
し
た

が
、
Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
や
合
宿
を
運
営

し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
い
ず
れ
に
も
参
加
し
ま
し

た
が
、
多
く
の
方
々
に
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
や
東
工
大
Ｏ
Ｌ
Ｔ

杯
も
、
Ｏ
Ｌ
Ｔ
の
現
役
の
み
な

ら
ず
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
外
部
か
ら

も
多
数
の
参
加
者
が
集
ま
る
、

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
ま

し
た
。今
回
の
Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
で
は
、

つ
ば
め
会
か
ら
新
人
ク
ラ
ス
の

賞
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
試
み
が
実
現
で
き
た
の

も
、
つ
ば
め
会
の
会
費
を
払
っ

て
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
を
借
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
つ
ば
め
会
合
宿
も
、
今
年
は

若
い
方
や
会
員
の
ご
夫
人
方
が

来
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
参
加

さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
例
年
以
上

に
楽
し
め
た
の
で
は
、
と
思
い

ま
す
。
先
日
、
つ
ば
め
会
合
宿

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
今
回
の
会
報
に

結
果
が
載
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
次
回
も
今
回
以
上
に

幅
広
い
世
代
・
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
総
会
・
懇
親
会
で
は
、
高
橋

秀
行
会
長
を
は
じ
め
、
初
め
て

参
加
さ
れ
た
方
や
、
久
し
ぶ
り

に
参
加
さ
れ
た
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
回
は

Ｏ
Ｌ
Ｔ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
倉
澤

勝
美
さ
ん
（
二
〇
期
）
と
Ｏ
Ｌ

Ｔ
部
長
の
田
中
淳
一
さ
ん
（
二

三
期
）
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
二
人

の
お
話
が
、
み
な
さ
ん
と
現
役

学
生
・
コ
ー
チ
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
ま
た
、
渡
辺
純
さ
ん
（
一
二

期
）
や
鰐
部
行
教
さ
ん
（
一
四

期
）
の
ご
結
婚
も
嬉
し
い
ニ

ュ
ー
ス
で
す
ね
。
鰐
部
さ
ん
の

披
露
宴
で
は
つ
ば
め
会
か
ら
祝

電
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様

の
結
婚
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
く
と
思

い
ま
す
が
、
幸
せ
な
ご
報
告
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
九
月
の
プ
レ

セ
レ
（
イ
ン
カ
レ
個
人
戦
の
一

次
予
選
）
で
東
工
大
の
通
過
者

数
が
史
上
初
め
て
関
東
第
二
位

に
な
る
、
と
い
う
快
挙
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
一
月
の

イ
ン
カ
レ
シ
ョ
ー
ト
（
短
距
離

の
学
生
選
手
権
）
で
は
、
蔵
田

真
彦
選
手
（
四
年
）
が
シ
ー
ド

選
手
に
選
ば
れ
、
三
年
連
続
の

決
勝
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

今
回
、
つ
ば
め
会
か
ら
は
、
プ

レ
セ
レ
で
は
飲
食
物
の
差
し
入

れ
、
イ
ン
カ
レ
シ
ョ
ー
ト
で
は

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
応
援
広

告
掲
載
、
と
い
う
形
で
現
役
学

生
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
つ
ば
め
会
会
員
の
み
な
さ
ん

も
、
大
会
で
現
役
学
生
に
負
け

な
い
活
躍
を
見
せ
て
い
ま
す

ね
。
イ
ン
カ
レ
シ
ョ
ー
ト
の
前

日
に
行
わ
れ
た
全
日
本
リ
レ
ー

選
手
権
大
会
で
は
、
千
葉
県
男

子
代
表
の
松
澤
俊
行
さ
ん
（
元

コ
ー
チ
）
が
準
優
勝
、
長
野
県

女
子
代
表
の
松
澤
理
子
さ
ん

（
二
一
期
）
が
六
位
入
賞
し
、

表
彰
台
に
登
り
ま
し
た
。
他
に

も
、川
合
勝
久
さ
ん（
一
一
期
）・

円
井
基
史
さ
ん
（
一
九
期
）
・

倉
澤
勝
美
さ
ん
（
二
〇
期
）
が

県
の
代
表
選
手
と
し
て
出
場
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
世
間
と

は
逆
に
？
つ
ば
め
会
と
東
工
大

Ｏ
Ｌ
Ｔ
で
は
明
る
い
話
題
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
喜

ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て
い

く
こ
と
を
願
い
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
で
は
、
ま
た
み
な
さ
ん
と

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
会
費
の

支
払
い
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
会
費
：
社
会
人
　
三
千
円
、

学
生
千
五
百
円

　
払
い
込
み
方
法
は
①
郵
便
局

に
て
振
込
。
記
号
１
０
０
２
０

口
座
番
号
７
０
８
５
８
１
９
１

②
み
ず
ほ
銀
行
（
０
０
０
１
）

に
て
振
込
。
店
番
号
１
４
５
口

座
番
号
１
７
６
０
８
１
１
③
会

計
担
当
（
円
井
）
に
直
接
支
払

う
。総
会
、合
宿
、
大
会
会
場
、

東
工
大
す
ず
か
け
台
キ
ャ
ン
パ

ス
等
を
ご
利
用
下
さ
い
。
　

　
前
年
度
会
費
納
入
済
み
の
会

員（
一
〇
月
一
三
日
時
点
）（
敬

称
略
）
高
橋
秀
行
（
三
期
）
、

井
上
洋
一（
五
期
）、
浅
野
昭
、

角
田
浩
二
、
村
田
達
司
（
以
上

一
二
期
）
、
池
野
靖
行
、
中
川

隆
義
（
以
上
一
三
期
）
、
羽
根

靖
晃
、
平
松
宗
太
郎
、
田
中
宏

樹
、
小
間
聡
、
鰐
部
行
教
（
以

上
一
四
期
）
、
斎
藤
玲
彦
、
長

坂
俊
郎
、
武
田
幸
子
（
以
上
一

五
期
）
、
高
倉
健
、
和
田
雄
一

郎
、奥
田
健
史（
以
上
一
六
期
）、

岸
川
智
、
石
原
幸
吉
（
以
上
一

七
期
）、河
合
剛
、
當
銘
直
告
、

村
田
素
久
（
以
上
一
八
期
）
、

粕
谷
泉
、
斉
藤
勝
晶
、
円
井
基

史（
以
上
一
九
期
）、
川
俣
智
、

仁
多
見
剛
、
倉
澤
勝
美
（
以
上

二
〇
期
）
、
浅
野
剛
司
、
岡
部

健
志
（
以
上
二
一
期
）

　
東
京
工
業
大
学
す
ず
か
け
台

キ
ャ
ン
パ
ス
に
大
学
会
館
設
立

と
同
時
に
食
堂
が
新
装
開
店
し

た
。
食
堂
の
二
階
は
夕
方
五
時

か
ら
六
時
ま
で
は
居
酒
屋
（
パ

ブ
）
と
し
て
営
業
、
学
生
や
教

官
、
大
学
職
員
な
ど
で
賑
わ
っ

て
い
る
。

　
Ｏ
Ｌ
Ｔ
の
す
ず
か
け
台
キ
ャ

ン
パ
ス
の
現
役
・
卒
業
生
は
こ

れ
を
機
に
す
ず
か
け
台
ト
レ
を

開
始
、
す
で
に
パ
ブ
で
懇
親
会

を
二
度
開
催
し
た
。
長
津
田
に

は
円
井
さ
ん
と
い
う
速
い
人
が

い
る
の
で
、
Ｏ
Ｌ
Ｔ
に
と
っ
て

意
外
な
と
こ
ろ
に
も
パ
ブ
効
果

が
現
れ
る
か
も
？
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幹
事
長
の
言
葉

一
六
期
　
奥
田
　
健
史

す
ず
か
け
台
キ
ャ
ン
パ
ス

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

パ
ブ
営
業
開
始

会
費
納
入
の
お
願
い

会
計
・
円
井
基
史

（
一
九
期
）

収入         単価*口数
会費(社会人) 3,000*27=81,000
会費(学生)   1,500* 9=13,500
利　　　息                18
合　　　計         (a)94,518

支出
インカレ広告    30,500
インカレ差入     4,800
名簿送付           680
結婚式祝電       2,058
ＯＬＴ杯賞品     7,528
会報印刷         1,000
プレセレ差入     1,000
ＩＣＳ広告       5,315
総会案内葉書     6,618
合　　　計   (b)59,509

繰り越し
前年度繰り越し  135,306
(a) - (b)        35,009
来年度繰り越し  170,315

2002年度つばめ会会計報告



　
イ
ン
カ
レ
シ
ョ
ー
ト
の
前

日
、
一
一
月
三
日
に
長
野
県
の

菅
平
高
原
で
全
日
本
リ
レ
ー
選

手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
各
都
道
府

県
の
代
表
が
各
ク
ラ
ス
ご
と
に

リ
レ
ー
で
争
う
形
式
。

　
つ
ば
め
会
関
係
者
で
は
、
〇

〇
年
度
東
工
大
コ
ー
チ
の
松
澤

俊
行
さ
ん
が
千
葉
県
男
子
の
二

走
、円
井
基
史
さ
ん（
一
九
期
）

が
神
奈
川
県
男
子
の
二
走
、
川

合
勝
久
さ
ん
（
一
〇
期
）
が
静

岡
県
男
子
の
四
走
、
倉
澤
勝
美

さ
ん（
二
〇
期
、現
東
工
大
コ
ー

チ
）
が
長
野
県
男
子
の
四
走
、

松
澤
理
子
さ
ん（
二
一
期
、同
）

が
長
野
県
女
子
の
四
走
と
し
て

出
場
し
た
。
松
澤
俊
行
さ
ん
は

一
走
一
三
位
か
ら
一
二
人
抜
き

の
活
躍
を
み
せ
た
も
の
の
チ
ー

ム
と
し
て
は
僅
か
に
及
ば
ず
男

子
選
手
権
で
二
位
（
一
位
は
東

京
）
、
松
澤
理
子
さ
ん
は
ア
ン

カ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を
七
位
か

ら
六
位
に
引
き
上
げ
る
快
走
を

見
せ
、
見
事
チ
ー
ム
を
入
賞
に

導
い
た
。

　
最
後
の
イ
ン
カ
レ
が
終
わ
っ

て
、
「
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ

う
・・・
」と
考
え
て
い
た
直
後
に

長
野
県
チ
ー
ム
か
ら
リ
レ
ー
の

誘
い
が
あ
っ
た
私
は
非
常
に

ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
こ
れ
で
当

面
の
目
標
を
得
る
事
が
で
き
た

わ
け
で
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
全
日
本
エ
リ
ー

ト
の
元
木
さ
ん
、
イ
ン
カ
レ
で

は
常
に
入
賞
し
て
い
た
憧
れ
の

存
在
の
上
松
さ
ん
、
01
年
度
イ

ン
カ
レ
10
位
の
蓬
莱
さ
ん
と
、

私
よ
り
上
手
い
人
ば
か
り
だ
っ

た
の
で
す
が
、
チ
ー
ム
内
で

ト
ッ
プ
と
は
い
か
な
い
ま
で
も

2
番
手
く
ら
い
の
活
躍
を
し
た

い
と
思
っ
て
、
今
ま
で
で
一
番

力
を
入
れ
て
準
備
し
ま
し
た
。

　
そ
う
は
い
っ
て
も
直
前
ま
で

た
い
し
た
結
果
が
出
せ
な
か
っ

た
の
で
、
2
走
と
3
走
の
エ
ー

ス
区
間
は
元
木
さ
ん
と
上
松
さ

ん
に
任
せ
て
、
蓬
莱
さ
ん
は
1

走
、
私
は
4
走
を
走
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
足
に
自
信
が
な
い

か
ら
と
い
う
単
純
な
理
由
で
の

４
走
と
い
う
選
択
を
後
に
な
っ

て
大
後
悔
す
る
事
も
知
ら
ず

に
・・・
。そ
し
て
当
日
。
心
地
よ

い
緊
張
感
の
中
レ
ー
ス
が
始
ま

り
ま
し
た
。
１
走
は
ト
ッ
プ
か

ら
か
な
り
差
が
つ
い
て
帰
っ
て

き
た
事
も
あ
り
、
入
賞
は
無
理

か
な
あ
と
思
っ
て
、
チ
ー
ム
の

順
位
に
は
気
を
つ
け
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
言
い
訳
を
さ
せ
て

も
ら
え
ば
参
加
チ
ー
ム
が
多
す

ぎ
て
私
も
運
営
側
も
混
乱
状
態

だ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
自
分
の
チ
ー

ム
の
順
位
を
知
ら
ず
に
走
り
出

し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、

レ
ー
ス
中
盤
ま
で
は
か
な
り
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
走
っ
て
い
ま
し

た
。
他
県
の
選
手
に
抜
か
れ
て

も
、
「
今
は
自
分

の
レ
ー
ス
を
す
る

だ
け
だ
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で

も
レ
ー
ス
中
何
回

も
北
海
道
の
選
手

と
ポ
ス
ト
周
り
で

会
う
う
ち
に
、
自

分
が
4
走
で
あ
る

こ
と
の
怖
さ
に

や
っ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
自
分
の
走

り
が
す
な
わ
ち

チ
ー
ム
の
順
位
に

直
結
す
る
と
い
う

あ
た
り
ま
え
の
事

実
を
、
こ
の
展
開

に
き
て
よ
う
や
く

肌
で
感
じ
ま
し

た
。

　
自
分
の
順
位
を
気
に
し
な
が

ら
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
戻
っ
て
く
る

と
、
タ
ッ
チ
の
時
点
で
7
位
、

現
在
6
位
で
あ
る
事
が
判
明
し

ま
し
た
。
で
も
す
ぐ
後
ろ
に
は

北
海
道
の
選
手
が
迫
っ
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
も
ビ
ジ
ュ
ア
ル

後
は
走
れ
走
れ
の
レ
ッ
グ
が
2

つ
あ
る
だ
け
な
の
で
技
術
に
よ

る
カ
バ
ー
も
で
き
ず
、
ラ
ス
ポ

ゴ
ー
ル
は
登
り
坂
と
い
う
追
い

込
ま
れ
た
状
況
で
し
た
。

　
他
の
人
が
も
っ
と
早
く
帰
っ

て
き
て
く
れ
れ
ば
こ
ん
な
事
に

は
な
ら
な
か
っ
た
の
に
と
思
う

の
と
同
時
に
走
り
こ
み
が
足
り

な
か
っ
た
自
分
を
呪
い
ま
し

た
。
ラ
ス
ポ
ゴ
ー
ル
で
一
度
北

海
道
に
追
い
つ
か
れ
た
と
き
は

も
う
あ
き
ら
め
て
歩
き
た
い
と

も
思
い
ま
し
た
。
で
も
20
0

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
先
の
会
場
か

ら
の
声
援
が
響
い
て
き
て
、「
こ

こ
で
歩
い
た
ら
応
援
し
て
く
れ

て
い
る
現
役
に
も
カ
ッ
コ
つ
か

な
い
し
」
、
と
か
、
「
負
け
犬

に
は
な
ら
な
い
」
と
か
、
ご
ち

ゃ
ご
ち
ゃ
と
考
え
な
が
ら
走

り
、
最
後
は
「
応
援
で
足
が
動

く
っ
て
本
当
に
あ
る
ん
だ
な

あ
」と
ぼ
ん
や
り
思
い
な
が
ら
、

6
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん

う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
現

役
の
頃
、
イ
ン
カ
レ
の
団
体
戦

で
は
ど
う
頑
張
っ
て
も
応
援
す

る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
私

が
、
今
回
は
実
際
に
走
っ
て

チ
ー
ム
を
入
賞
さ
せ
る
手
伝
い

が
で
き
て
、
も
や
も
や
し
て
い

た
も
の
が
晴
れ
た
感
じ
が
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
度
は
自
分
の

力
だ
け
で
表
彰
さ
れ
た
い
と
い

う
欲
が
出
て
き
て
し
ま
っ
た
の

で
、
と
り
あ
え
ず
今
後
も
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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全
日
本
リ
レ
ー

理
子

全日本リレーで入賞し表彰される松澤（二一期、前列右から二人目）ら
長野県女子チーム【撮影・倉澤勝美（二〇期）】

手記
全日本リレーの感想

松澤　理子（21期）

各
県
代
表
で

つ
ば
め
会
員
活
躍

Satoru Kawamata



　
一
〇
月
六
日
に
第
一
四
回
東

工
大
Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
が
千
葉
県
山
武

郡
の
「
片
葉
の
葦
」
で
行
わ
れ

た
。
Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
が
山
武
地
方
で

行
わ
れ
る
の
は
九
七
年
の
「
両

総
用
水
97
」
以
来
。
例
年
は
六

月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
開
催

さ
れ
る
が
、
大
学
の
試
験
日
程

な
ど
が
変
更
に
な
っ
た
た
め

に
、
秋
の
開
催
と
な
っ
た
。
当

日
は
ま
さ
に
オ
リ
エ
ン
日
和
と

い
っ
た
快
晴
で
多
く
の
Ｏ
Ｂ
も

か
け
つ
た
が
、
数
日
前
の
台
風

に
よ
る
倒
木
の
影
響
で
一
部

コ
ー
ス
が
変
更
さ
れ
、
ま
た

コ
ー
ス
が
変
更
さ
れ
な
か
っ
た

部
分
で
も
倒
木
が
目
立
つ
タ
フ

な
レ
ー
ス
と
な
っ
た
。
ま
た
、

外
部
参
加
と
あ
わ
せ
て
二
百
人

あ
ま
り
の
参
加
者
で
会
場
は
賑

わ
っ
て
い
た
。

　
Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
ク
ラ
ス
で
は
蔵
田

真
彦
選
手
（
四
年
）
が
三
連
覇

を
飾
っ
た
。
二
位
の
徳
江
勇
樹

選
手
に
一
三
分
あ
ま
り
の
差
を

付
け
の
大
勝
だ
っ
た
。
三
度
の

優
勝
は
一
六
期
の
世
古
口
裕
史

氏
に
並
び
最
多
タ
イ
。
三
連
覇

は
史
上
初
。
四
年
生
の
優
勝
も

九
六
年
の
世
古
口
裕
史
氏
以
来

と
な
っ
た
。

　
新
人
ク
ラ
ス
は
北
崎
茂
選
手

（
一
年
）
が
制
し
た
。
な
お
、

飯
村
杯
は
女
子
部
員
が
い
な
い

た
め
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
Ｍ

Ａ
Ｓ
ク
ラ
ス
（
従
来
の
Ｍ
Ｂ
ク

ラ
ス
か
ら
名
称
変
更
）
は
熊
田

信
次
選
手（
二
年
）が
制
し
た
。

副
賞
と
し
て
Ｍ
Ｆ
優
勝
の
北
崎

選
手
に
は
実
行
委
員
会
か
ら
ト

リ
ム
一
式
が
、
準
優
勝
の
村
上

選
手
に
は
つ
ば
め
会
か
ら
ラ
ッ

プ
時
計
が
贈
呈
さ
れ
た
。
つ
ば

め
杯
は
秒
差
の
争
い
と
な
っ
た

が
奥
田
健
史
氏
が
悲
願
の
初
優

勝
を
果
た
し
た
。
二
位
は
今
年

度
コ
ー
チ
の
倉
澤
勝
美
氏
。

　
し
か
し
、
今
大
会
で
は
全
日

本
レ
ベ
ル
の
Ｏ
Ｂ
は
つ
ば
め
杯

に
参
戦
せ
ず
京
大
大
会
に
出

場
、
当
日
は
全
国
か
ら
二
十
人

以
上
の
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
っ
た
も
の

の
つ
ば
め
杯
の
参
加
者
は
七
人

に
と
ど
ま
る
な
ど
、
つ
ば
め
杯

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
Ｏ
Ｌ
Ｔ

杯
に
も
な
っ
た
。

　
二
二
期
の
蔵
田
で
す
。先
日
、

千
葉
県
は
「
方
葉
の
芦
」
で
行

わ
れ
た
Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
に
お
い
て
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
僕
は
去
年
、
一
昨
年
と
も
に

Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
を
獲
得
し
て
お
り
、

ま
た
最
高
学
年
で
あ
る
四
年
生

と
い
う
こ
と
で
、
他
の
部
員
か

ら
の
挑
戦
を
迎
え
撃
つ
立
場
に

あ
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
正
直

な
と
こ
ろ
「
若
い
者
に
は
ま
だ

負
け
ん
」
と
あ
ま
り
負
け
る
気

が
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年

は
早
い
段
階
か
ら
若
手
に
著
し

い
成
長
が
見
ら
れ
、ま
た
、レ
ー

ス
が
近
づ
く
に
つ
れ
な
か
な
か

に
威
勢
の
い
い
声
も
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
今
後
を
担
う
人
間

に
気
合
が
感
じ
ら
れ
る
の
は
頼

も
し
い
限
り
で
す
が
、
僕
も
負

け
る
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
も
そ
れ
な
り
の
事
前
準

備
の
必
要
を
感
じ
、
例
え
ば
、

例
年
よ
り
も
早
い
段
階
か
ら
地

図
読
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
た

だ
、
そ
の
地
図
が
な
ぜ
か
途
中

ま
で
「
武
蔵
板
附
古
墳
群
」
で

あ
っ
た
こ
と

は
、
恥
ず
か
し

く
て
ま
だ
誰
に

も
言
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
僕
は

四
月
よ
り
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
か
ら
少
し
距

離
を
置
い
て
、

自
転
車
と
い
う

新
た
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ

り
果
た
し
て
身

体
能
力
は
向
上
し
た
の
か
、
ま

た
、
し
ば
ら
く
距
離
を
お
い
た

こ
と
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

に
対
す
る
勘
を
失
っ
て
は
い
な

い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
確
か

め
る
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

三
連
覇
を
か
け
た
Ｏ
Ｌ

Ｔ
杯
は
、
僕
に
と
っ
て

例
年
に
も
増
し
て
重
要

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

も
の
で
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、
小
さ
な

ミ
ス
を
い
く
つ
か
し
た

も
の
の
、
平
坦
で
ス

ピ
ー
ド
の
出
る
コ
ー
ス

を
気
持
ち
よ
く
走
る
こ

と
が
で
き
、
勝
利
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
三
連
覇
は
Ｏ
Ｌ
Ｔ

杯
史
上
初
と
い
う
こ
と

で
、
う
れ
し
さ
も
ひ
と

し
お
で
す
。
ま
た
、
巡

航
ス
ピ
ー
ド
に
向
上
が
み
ら
れ

シ
ー
ズ
ン
本
番
へ
の
手
応
え
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
自
信
が
シ
ョ
ー

ト
イ
ン
カ
レ
で
の
失
敗
に
つ
な

が
る
と
は
、
そ
の
時
思
い
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
。

　
優
勝
杯
を
手
に
す
る
と
同
時

に
、
来
年
度
Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
実
行
委

員
長
へ
の
任
命
を
受
け
ま
し

た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
未
定
で

す
が
、
二
二
期
一
丸
と
な
っ
て

部
の
ト
ッ
プ
を
決
定
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
場
を
提
供
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
飛
び

ぬ
け
た
存
在
は
お
ら
ず
、
優
勝

争
い
は
混
沌
と
し
て
お
り
、
な

か
な
か
に
白
熱
し
た
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
の
で
は
と
、
運

営
者
は
今
か
ら
期
待
し
て
い
ま

す
。
勿
論
、
つ
ば
め
杯
も
開
催

い
た
し
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
の
方
々
も

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
運

営
し
て
く
だ
さ
っ
た
山
根
実
行

委
員
長
を
始
め
と
し
た
二
一
期

の
方
々
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　
今
年
の
Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
も
蔵
田
の

優
勝
だ
っ
た
。
見
事
と
言
う
ほ

か
な
い
。
半
年
間
Ｏ
Ｌ
を
休
ん

で
の
優
勝
。
蔵
田
は
「
体
力
的

に
か
な
り
強
化
さ
れ
た
部
分
は

あ
る
」
と
、
言
う
。
半
年
の
ブ

ラ
ン
ク
の
後
の
こ
の
大
活
躍
。

蔵
田
の
凄
さ
を
感
じ
る
と
同
時

に
「
や
は
り
体
力
か
」
と
の
念

を
強
く
持
っ
た
。

　
筆
者
を
含
め
て
四
年
次
に
低

迷
・
伸
び
悩
み
す
る
人
が
多
い

東
工
大
で
こ
の
頑
張
り
に
は
恐

れ
入
る
。
卒
論
を
控
え
て
い
る

が
、
果
た
し
て
ー
ー
。
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史上初

OLT杯の感想
蔵田真彦(4年)

や
は
り
蔵
田
か
―
―

そ
う
思
わ
せ
る
圧
勝

OLT杯の主な成績
MA(OLT杯クラス)
１位蔵田　真彦(4)1:03:23
２位徳江　勇樹(3)1:17:03
３位前田　裕太(2)1:20:20
TA(つばめ杯クラス)
１位奥田　健史(16期)1:23:04
２位倉澤　勝美(20期)1:23:49
３位和田雄一郎(16期)1:41:14
MF(新人クラス)
１位北崎　　茂0:53:51
２位村上　諒一0:58:52
３位北村　俊介1:05:31
MAS
１位熊田　信次(2)1:03:35
２位岡本　　淳(4)1:26:29
OAS(つばめ会の上位のみ抜粋)
１位河野　岳史(16期)0:49:00
５位世古口裕史(16期)0:53:27
１０位石原　幸吉(17期)0:57:46



　
今
回
の
つ
ば
め
杯
は
、
事
前

の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
当
日
の
レ
ー

ス
に
至
る
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
印

象
に
残
る
レ
ー
ス
で
し
た
。
そ

こ
で
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

私
が
何
を
考
え
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

当
初
の
目
標
は
、
優
勝
で
は
な

く
入
賞（
三
位
以
内
）で
し
た
。

円
井
君
と
太
田
さ
ん
は
実
力
・

練
習
量
と
も
に
別
格
な
の
で
、

私
が
勝
つ
の
は
難
し
い
、
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

２
人
と
も
一
〇
月
六
日
は
京
大

大
会
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
お

り
、
つ
ば
め
杯
を
欠
場
す
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ

は
つ
ば
め
杯
を
狙
え
る
千
載
一

遇
の
機
会
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
大
チ
ャ
ン
ス
は
最
初
で

最
後
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
入

賞
を
狙
う
の
と
優
勝
を
狙
う
の

と
で
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

違
っ
て
き
ま
す
。
ク
ラ
ブ
カ
ッ

プ
七
人
リ
レ
ー
や
全
日
本
リ

レ
ー
千
葉
県
セ
レ
ク
ク
シ
ョ
ン

の
と
き
よ
り
も
、
事
前
準
備
に

気
合
い
が
入
っ
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
す
。
九
月
の
走
行
距
離

は
久
々
に
五
〇
キ
ロ
を
達
成
し

ま
し
た
（
偉
そ
う
に
言
え
る
距

離
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）
。

　
し
か
し
、
他
の
つ
ば
め
杯
出

場
者
も
、
誰
が
優
勝
し
て
も
お

か
し
く
な
い
人
ば
か
り
で
す
。

下
手
を
す
れ
ば
、
優
勝
ど
こ
ろ

か
ビ
リ
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、
和
田

君
と
倉
澤
君
は
強
敵
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
和
田
君
と
は
過

去
の
つ
ば
め
杯
で
三
回
対
決
し

て
い
ま
す
が
、
対
戦
成
績
は
〇

勝
三
敗
で
、
私
は
和
田
君
に
一

度
も
勝
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
彼
は
つ
ば
め
杯
で
は
非
常

に
勝
負
強
い
の
で
す
。
一
方
、

倉
澤
君
は
今
年
度
の
Ｏ
Ｌ
Ｔ
の

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
で
、
か
つ
現
役

の
選
手
と
し
て
も
活
躍
し
て
い

ま
す
。
最
近
の
調
子
か
ら
考
え

て
も
、
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
は
倉

澤
君
で
あ
り
、
彼
の
ほ
う
が
私

よ
り
や
や
有
利
か
も
、
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ッ
プ

ス
タ
ー
ト
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
ス
タ
ー
ト
順
も
恵
ま
れ

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
今
回
の
テ
レ
イ
ン
が

「
片
葉
の
芦
」で
あ
る
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
で
す
。
幸
い
に
も
、
九

月
初
旬
に
行
わ
れ
た
全
日
本
リ

レ
ー
千
葉
県
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

こ
の
テ
レ
イ
ン
を
走
っ
た
ば
か

り
で
し
た
。
地
図
と
現
地
の
通

行
可
能
度
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
苦
し

み
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
の
経

験
が
今
回
に
活
か
せ
ま
す
。
ま

た
、
昔
か
ら
「
自
分
は
山
武
な

ら
速
い
」
と
、
テ
レ
イ
ン
適
性

に
も
自
信
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
何
よ
り
「
つ
ば
め
杯
を
獲

り
た
い
」
と
い
う
想
い
は
他
の

選
手
よ
り
勝
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

「
自
分
の
力
を
出
し
切
れ
ば
、

つ
ば
め
杯
を
獲
れ
る
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
り

ま
し
た
が
、
レ
ー
ス
本
番
に
つ

い
て
書
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま

す
。
序
盤
は
気
負
っ
て
い
る
の

が
自
分
で
も
わ
か
り
ま
し
た
。

Ｓ
↓
１
は
ア
タ
ッ
ク
で
隣
接
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
へ
吸
い
寄
せ
ら
れ

て
パ
ラ
レ
ル
エ
ラ
ー
、
１
↓
２

は
辿
っ
て
い
た
小
径
が
途
中
で

ヤ
ブ
の
中
に
消
え
か
か
っ
て
も

た
つ
き
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
る
レ
ー
ス
展
開
で
し
た

が
、
過
去
こ
の
よ
う
な
場
面
で

私
は
動
揺
し
て
自
滅
し
た
経
験

が
何
度
も
あ
り
ま
す
。
「
長
い

レ
ー
ス
だ
か
ら
、
あ
る
程
度
の

ミ
ス
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
の
は

仕
方
が
な
い
。
ヤ
ブ
の
き
つ
さ

に
苦
し
ん
で
い
る
の
は
自
分
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
他
の
選
手
も

同
じ
は
ず
だ
。
」
と
割
り
切
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
比
較
的
順
調
に
進

ん
で
い
ま
し
た
が
、
７
↓
８
は

ア
タ
ッ
ク
で
集
中
力
を
失
っ
て

方
向
を
90
度
エ
ラ
ー
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
長
い
レ
ー
ス
は
久

し
ぶ
り
な
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
疲

れ
も
出
て
く
る
頃
で
す
。
こ
こ

が
正
念
場
だ
と
思
い
、
集
中
す

る
よ
う
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る

と
と
も
に
、
リ
ス
ク
の
少
な
い

ル
ー
ト
プ
ラ
ン
を
心
が
け
ま

す
。
９
↓
10
は
７
↓
８
・
８
↓

９
を
逆
走
す
る
よ
う
な
ル
ー
ト

で
し
た
が
、
佐
々
木
さ
ん
・
齋

藤
さ
ん
・
和
田
君
と
す
れ
違
い

ま
し
た
。
ル
ー
プ
部
分
に
要
す

る
時
間
か
ら
考
え
て
、
こ
の
ま

ま
い
け
ば
あ
の
３
人
に
は
勝
て

る
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
倉

澤
君
と
川
俣
君
に
は
会
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
別
の
ル
ー
ト
な

の
だ
ろ
う
と
思
い
、
あ
ま
り
気

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
つ
い
に
ラ
ス
前
の

10
番
に
着
き
ま
し
た
。
あ
と
は

走
る
だ
け
で
す
。
通
る
つ
も
り

だ
っ
た
小
径
に
は
地
図
上
で
×

（
通
行
不
能
）
印
が
書
い
て
あ

り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
近
く
に
小

道
が
あ
る
こ
と
を
見
つ
け
ま
し

た
。
こ
の
小
道
は
ヤ
ブ
の
中
で

途
切
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｏ
Ｌ
Ｔ

杯
ク
ラ
ス
を
走
っ
て
い
る
現
役

学
生
も
通
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
オ
リ
エ
ン
道
ぐ
ら
い
は
で

き
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
レ
ッ
グ
線
自
体
が

修
正
さ
れ
て
お
り
、
も
っ
と
南

に
回
り
道
を
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
に
は
全
く
気
が
つ
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
数
分
後
、
通
行
不
能
の
ヤ
ブ

に
囲
ま
れ
て
呆
然
と
し
て
い
る

自
分
が
い
ま
し
た
。と
は
い
え
、

立
ち
止
ま
っ
て
い
て
も
時
間
が

過
ぎ
て
い
く
ば
か
り
で
す
。
右

に
見
え
て
い
る
斜
面
を
登
っ

て
、
ヤ
ブ
が
薄
く
な
っ
た
と
こ

ろ
で
再
び
斜
面
を
降
り
る
こ
と

を
決
心
し
ま
す
。
通
行
不
能
で

は
な
い
も
の
の
斜
面
も
Ｃ
ヤ
ブ

な
の
で
、
決
し
て
登
り
や
す
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヤ
ブ
の
中
で

も
が
き
な
が
ら
、
「
や
っ
ぱ
り

俺
は
つ
ば
め
杯
に
縁
が
な
い
男

な
の
か
？
」
と
思
い
ま
し
た
。

六
年
前
の
Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
で
ラ
ス
前

↓
ラ
ス
ポ
で
南
北
エ
ラ
ー
を
犯

し
て
し
ま
い
、
四
秒
差
で
入
賞

を
逃
し
た
記
憶
が
甦
り
ま
す
。

で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
、
と
思
い
直
し
て
ゴ
ー
ル
ま

で
走
り
ま
し
た
。
　

　
ゴ
ー
ル
直
後
、
も
の
す
ご
く

悔
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

こ
の
よ
う
な
自
分
に
驚
い
て
い

ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
学
生

の
と
き
以
来
で
し
ょ
う
か
。
今

回
の
つ
ば
め
杯
は
私
に
と
っ
て

特
別
な
レ
ー
ス
だ
っ
た
の
だ
、

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
す
る
と
、
倉
澤
君
が
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。
彼
の
ス
タ
ー
ト

時
刻
を
覚
え
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
私
は
負
け
を
覚
悟
し
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
タ
イ
ム

を
聞
い
て
み
る
と
、
私
が
僅
か

な
が
ら
勝
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
の
後
も
他
の
選
手
を

ゴ
ー
ル
で
待
ち
ま
し
た
が
、
私

の
タ
イ
ム
に
及
ば
な
い
こ
と
が

わ
か
り
、会
場
へ
戻
り
ま
し
た
。

速
報
が
発
表
さ
れ
て
自
分
の
優

勝
が
確
定
し
た
と
き
は
、
嬉
し

さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

私
は
大
学
一
年
生
の
と
き
か
ら

昨
年
ま
で
、
毎
年
Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
入
賞

し
た
こ
と
さ
え
一
度
も
な
か
っ

た
の
で
す
か
ら
。

　
実
は
、
大
学
四
年
生
の
と
き

の
「
ロ
マ
ン
ス
坂
」
（
年
報
）

で
も
、
最
も
印
象
に
残
る
レ
ー

ス
と
し
て
、
イ
ン
カ
レ
で
も
プ

レ
セ
レ
で
も
な
く
Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
の

こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
や
っ

ぱ
り
、
私
に
と
っ
て
特
別
な

レ
ー
ス
な
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ

か
ら
も
、
Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
・
つ
ば
め

杯
が
現
役
学
生
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

に「
き
っ
か
け
」や
「
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
を
与
え
て
く
れ
る
貴

重
な
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
運
営
し
て
く
だ

さ
っ
た
二
一
期
の
み
な
さ
ん
、

楽
し
い
Ｏ
Ｌ
Ｔ
杯
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

つ
ば
め
杯
の
感
想
　
奥
田
健
史
（
一
六
期
）
寄
稿
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〇
二
年
度
日
本
学
生
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
シ
ョ
ー

ト
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
競
技
大
会
が

一
一
月
四
日
に
菅
平
高
原
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
の

感
想
を
代
表
し
て
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
回
の
大
会
に

備
え
て
一
ヶ
月
近
く
前
に
ク

ロ
ー
ズ
地
域
の
隣
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
に
入
り
、
会
場
周

辺
の
下
見
を
し
ま
し
た
。ま
た
、

リ
メ
イ
ク
前
の
地
図
を
よ
く
読

み
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
予
想
さ

れ
る
ス
タ
ー
ト
位
置
か
ら
下
り

基
調
の
コ
ー
ス
に
な
る
こ
と
も

予
測
し
、
準
備
は
良
く
で
き
て

い
た
つ
も
り
で
し
た
。
ま
た
、

前
日
は
日
本
リ
レ
ー
大
会
の
併

設
大
会
に
参
加
し
、
テ
ラ
イ
ン

の
雰
囲
気
も
掴
め
て
き
た
感
じ

で
し
た
。
た
だ
テ
ラ
イ
ン
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
前
日
の
夕
方

か
ら
雪
が
降
り
、
当
日
の
天
気

も
テ
ラ
イ
ン
に
着
く
ま
で
は
何

と
か
持
ち
こ
ら
え
て
い
た
も
の

の
テ
ラ
イ
ン
に

着
い
た
途
端
に

雪
が
降
り
出

し
、
一
時
的
に

吹
雪
い
て
安
全

確
保
の
た
め
に

Ｂ
フ
ァ
イ
ナ
ル

と
併
設
大
会
が

中
止
と
い
う
悪

条
件
の
中
で
の

レ
ー
ス
と
な
り

ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
ほ

ぼ
予
想
し
て
い

た
コ
ー
ス
で
、
良
い
感
触
を

持
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
雪
が
一
面
に
広

が
っ
て
い
て
前
日
と
は
少
し
雰

囲
気
が
違
っ
て
い
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
気
に
せ
ず
に
イ
メ
ー
ジ

ど
お
り
の
走
り
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。途
中
、

雪
の
上
に
残
っ
た
足

跡
や
後
か
ら
き
た
ラ

ン
ナ
ー
に
も
助
け
ら

れ
な
が
ら
、
何
と
か

終
盤
ま
で
速
い
タ
イ

ム
で
走
っ
て
こ
ら
れ

た
も
の
の
、
残
り
の

登
り
で
全
く
足
が
上

が
ら
な
く
な
り
失

速
。
最
終
的
な
結
果

は
予
選
上
位
一
二
名

通
過
の
と
こ
ろ
一
三

位
。
一
二
位
の
人
に

は
ラ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら

ゴ
ー
ル
ま
で
で
抜
か
さ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
不
足
を
露
呈
す
る
残
念
な
結

果
で
し
た
。
Ｏ
Ｌ
Ｔ
全
体
と
し

て
も
Ａ
フ
ァ
イ
ナ
ル
進
出
者
が

一
人
だ
け
と
い
う
結
果
で
、
来

年
こ
そ
は
自
分
が
Ａ
フ
ァ
イ
ナ

ル
に
進
め
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

カ
レ
ま
で
残
り
あ
と
三
ヶ
月
と

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
今
度
の

イ
ン
カ
レ
は
今
ま
で
と
は
違
っ

た
良
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に

精
進
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
最
後
に
、
寒
い
中
応
援
し
て

く
れ
た
Ｏ
Ｌ
Ｔ
部
員
な
ら
び
に

Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
隅
々
ま
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
コ
ー

チ
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
こ
の

文
を
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
一
一
月
四
日
に
二
〇
〇
三
年

度
日
本
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
シ
ョ
ー
ト
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
競
技
大
会（
通
称
・

菅
平
イ
ン
カ
レ
シ
ョ
ー
ト
）
が

開
催
さ
れ
た
。
菅
平
高
原
で
の

開
催
と
い
う
こ
と
で
、
秋
空
の

も
と
、
ス
キ
ー
場
や
牧
場
に
よ

る
オ
ー
プ
ン
を
高
速
に
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
、
あ

る
意
味
で
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
の
醍
醐
味
を
満
喫
で
き
る

か
？
と
期
待
さ
れ
た
が
、
当
日

は
前
日
の
全
日
本
リ
レ
ー
か
ら

は
打
っ
て
変
わ
っ
て
天
気
に
恵

ま
れ
ず
、
積
雪
や
降
雪
の
あ
る

最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な

り
、
レ
ー
ス
は
大
荒
れ
と
な
っ

た
。
積
雪
の
影
響
で
Ｂ
フ
ァ
イ

ナ
ル
と
併
設
大
会
が
中
止
に

な
っ
た
。
今
年
は
東
工
大
は
例

年
以
上
に
イ
ン
カ
レ
シ
ョ
ー
ト

の
参
加
者
が
多
か
っ
た
だ
け
に

特
に
一
年
生
に
と
っ
て
は
残
念

な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
選
手
権
の
方
は
、
プ
レ
セ
レ

通
過
者
数
が
関
東
二
位
の
躍
進

で
、
イ
ン
カ
レ
シ
ョ
ー
ト
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
た
東
工
大
勢

だ
っ
た
が
、エ
ー
ス
の
蔵
田（
四

年
）
が
Ａ
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
進
出

し
た
も
の
の
、
そ
の
ほ
か
の
選

手
が
苦
戦
、
例
年
通
り
、
ボ
ー

ダ
ー
直
下
に
複
数
名
と
い
う
結

果
と
な
っ
た
。
特
に
川
井
（
三

年
）
は
一
三
位
と
な
り
、
僅
か

の
差
で
Ａ
フ
ァ
イ
ナ
ル
進
出

（
一
二
位
以
内
）
を
逃
し
た
。

　
ま
た
、
唯
一
決
勝
に
進
ん
だ

蔵
田
も
大
雪
と
い
う
悪
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
に
苦
し
み
実
力
を
出

し
切
れ
ず
一
八
位
に
終
わ
っ

た
。

　
毎
年
十
人
以
上
の
選
手
を
イ

ン
カ
レ
シ
ョ
ー
ト
に
送
り
込
ん

で
い
る
東
工
大
だ
が
、
九
八
年

以
降
、
Ａ
決
勝
に
進
出
し
た
の

は
〇
〇
年
～
〇
二
年
の
蔵
田
選

手
一
人
、
延
べ
三
人
だ
け
で
あ

る
。

　
イ
ン
カ
レ
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
例

年
と
比
較
し
て
み
る
。
昨
年
ま

で
の
い
わ
ゆ
る「
学
連
枠
」（
男

子
で
は
四
〇
位
以
内
）
に
進
出

し
た
人
数
は
、
蔵
田
選
手
を
除

い
て
も
、
九
八
年
は
當
銘
氏
、

森
（
哲
）
氏
、
九
九
年
は
円
井

氏
、
〇
一
年
は
山
根
氏
と
四
人

が
学
連
枠
を
確
保
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
イ
ン
カ
レ
シ

ョ
ー
ト
で
Ａ
決
勝
進
出
者
が
少

な
い
こ
と
を
悲
観
す
る
必
要
性

は
全
く
な
い
。
イ
ン
カ
レ
ク
ラ

シ
ッ
ク
で
多
く
の
東
工
大
の
選

手
が
上
位
に
進
出
し
て
く
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

東
工
大
勢
ふ
る
わ
ず

インカレショート

Ａ
決
勝
進
出
一
人
の
み

菅平

唯一Ａファイナルに進出した蔵田だったが...
【撮影：倉澤勝美（二〇期）】

インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）
インカレショートの感想
川井　宏一（3年）

男子　Ａファイナル
順位 氏名   大学名 所要時間 
1 青木 博人   東京3 0:26:54 
2 禅洲 拓     東北4 0:27:51 
3 堀江 守弘   東北3 0:28:02 
4 久野 雄介   東京3 0:30:04 
5 宇田川 雅令 東京4 0:30:07 
6 楠本 俊壮   京都2 0:30:14 
18 蔵田 真彦  東工4 0:37:42 

男子予選一組
15 田中 淳一  東工3 0:26:46
27 菊澤 恵三  東工4 0:28:53

男子予選二組
13 川井 宏一  東工3 0:25:00 
16 藤野 友祐  東工4 0:26:10 
20 斉藤 孝男  東工3 0:26:49 

男子予選三組
29 井ノ川 智史 東工4 0:29:39 
31 久保田 芳弘 東工2 0:29:55 
41 徳江 勇樹   東工3 0:32:20
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つ
ば
め
会
（
お
よ
び
東
工
大

O
L
T
）
の
一
昨
秋
か
ら
の
活

動
を
簡
単
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
つ
ば
め

会
総
会
開
催
　
役
員
交
代
。
奥

田
健
史
さ
ん
（
一
六
期
）
を
幹

事
長
に
選
出
。
ま
た
、
幹
事
が

一
六
期
～
二
〇
期
と
、
一
気
に

若
返
る
。

　
同
年
一
一
月
加
賀
イ
ン
カ
レ

シ
ョ
ー
ト
　
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
広
告
掲
載（
作
成
二
〇
期
）。

蔵
田
真
彦
選
手
（
三
）
が
シ
ー

ド
に
選
出
さ
れ
た
。
Ａ
フ
ァ
イ

ナ
ル
に
進
出
。

　
同
年
一
二
月
O
L
T
冬
合
宿

に
一
三
名
も
の
O
B
が
参
加

（
過
去
最
多
）
。
合
宿
は
大
雪

に
た
た
ら
れ
た
。

　
二
〇
〇
二
年
三
月
矢
板
イ
ン

カ
レ
　
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
広

告
掲
載
（
作
成
二
〇
期
）
。
ま

た
、
飲
食
物
を
差
し
入
れ
。
蔵

田
真
彦
選
手
が
M
E
で
八
位
。

リ
レ
ー
は
二
年
ぶ
り
の
七
位
。

大
勢
の
Ｏ
Ｂ
が
イ
ン
カ
レ
に
応

援
に
か
け
つ
け
た
。
矢
板
イ
ン

カ
レ
を
も
っ
て
、
円
井
基
史
氏

（
一
九
期
）、
仁
多
見
剛
氏
（
二

〇
期
）
、
川
俣
智
（
二
〇
期
）

が
東
工
大
O
L
T
コ
ー
チ
退

任
。新
部
長
に
田
中
淳
一
氏（
当

時
二
年
）
が
就
任
。
副
部
長
は

斉
藤
孝
男
氏
。
ま
た
、
三
月
で

仁
多
見
剛
氏
が
つ
ば
め
会
総
務

部
長
を
退
任
さ
れ
、
後
任
に
岡

部
健
志
（
二
一
期
）
氏
が
就
任

さ
れ
た
。

　
同
年
四
月
会
報
発
行
。
一
六

ペ
ー
ジ
。
新
年
度
の
コ
ー
チ
に

倉
澤
勝
美
氏
（
二
〇
期
）
、
松

澤
理
子
氏
（
二
一
期
）
、
岡
部

健
志
氏
（
同
）
が
就
任
。

　
同
年
六
月
名
簿
の
更
新
を
開

始
　
蔵
前
工
業
会
の
名
簿
と
照

合
作
業
シ
ョ
ー
ト
セ
レ
　
飲
食

物
を
差
し
入
れ
。
免
除
者
、
繰

り
上
げ
通
過
者
含
め
て
九
人
が

イ
ン
カ
レ
シ
ョ
ー
ト
本
戦
に
進

出
。

　
同
年
九
月
プ
レ
セ
レ
　
飲
食

物
を
差
し
入
れ
。
免
除
者
と
あ

わ
せ
て
九
人
が
関
東
イ
ン
カ
レ

に
進
出
。

　
同
年
一
〇
月
東
工
大
Ｏ
Ｌ
Ｔ

杯
　
新
人
ク
ラ
ス
の
賞
品
を
贈

呈
。
運
営
は
二
一
期
。
蔵
田
真

彦
選
手
（
四
）
が
三
年
連
続
三

度
目
の
優
勝
。
二
位
は
徳
江
勇

樹
選
手
（
三
）
、
三
位
は
前
田

裕
太
選
手
（
二
）
。
ま
た
、
奥

田
健
史
氏
が
つ
ば
め
杯
を
獲
得

（
初
）。
飯
村
杯
は
行
わ
れ
ず
。

鰐
部
行
教
氏
結
婚
式
　
祝
電
を

贈
呈
。
ま
た
、
今
後
つ
ば
め
会

と
し
て
は
祝
電
、
弔
辞
等
は
続

け
て
い
く
方
針
。
つ
ば
め
会
合

宿
　
参
加
者
は
一
七
名
。

　
同
年
一
一
月
菅
平
イ
ン
カ
レ

シ
ョ
ー
ト
　
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
広
告
掲
載（
作
成
二
一
期
）。

蔵
田
真
彦
選
手
（
四
）
が
シ
ー

ド
に
選
出
さ
れ
た
。
飲
食
物
を

差
し
入
れ
。
つ
ば
め
会
総
会

　
同
年
一
二
月
関
東
イ
ン
カ
レ

で
蔵
田
真
彦
選
手
が
優
勝
。
イ

ン
カ
レ
に
は
四
人
が
進
出
。

コ
ー
チ
と
し
て
O
L
T
に
関
わ

るな
ぜ
去
年
で
は
な
く
今
年
コ
ー

チ
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
語

る
に
は
30
行
で
は
短
す
ぎ
る
の

だ
が
。

そ
の
1
つ
の
理
由
と
し
て
。
ち

ょ
う
ど
2
年
前
、
O
L
T
に
対

す
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
不
満
が

爆
発
し
た
。
結
局
そ
の
と
き
は

O
L
T
を
引
っ
掻
き
回
す
だ
け

で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
も

変
わ
ら
な
か
っ
た
…
。
あ
の
と

き
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
O
L
T
に
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
っ
た
償
い
と
し
て
。

そ
し
て
、
今
年
。
O
L
T
は
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。

変
え
る
と
い
う
こ
と
は
す
な
わ

ち
自
分
を
含
め
過
去
の
否
定
。

た
だ
し
全
て
を
否
定
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
O
B
諸
氏
の
偉
業

も
な
か
に
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
行
動
を
起
こ
せ
ば
必
ず
ど

こ
か
に
ひ
ず
み
が
生
じ
る
。
積

も
り
積
も
っ
た
ひ
ず
み
は
大
き

く
な
り
、
も
は
や
受
け
入
れ
る

こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。

変
わ
る
と
い
う
こ
と
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
と
て
つ
も
な
く

大
き
い
。
そ
し
て
そ
の
影
響
は

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
や
は
り

ひ
ず
み
と
し
て
現
れ
て
く
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
ら
を
す
べ
て
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
O
L

T
は
1
つ
前
に
進
む
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
ま
た
つ
ば
め
会
の
広
報
様

か
ら
原
稿
の
依
頼
が
あ
っ
た
の

で
、
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
し
か
し
、
い
っ
た
い
何
を

書
い
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い

と
い
う
の
が
ま
ず
あ
り
ま
し

て
、
そ
こ
で
散
々
ネ
タ
を
考
え

た
あ
げ
く
、
結
局
、
現
在
の
部

の
様
子
に
つ
い
て
ざ
っ
と
書
く

と
い
う
こ
と
に
落
ち
着
き
ま
し

た
。
つ
ば
め
会
総
会
で
も
、
今

の
現
役
様
子
が
ま
っ
た
く
分
か

ら
な
い
と
の
意
見
も
出
た
こ
と

で
す
し
。

　
現
在
、
１
年
目
９
人
、
２
年

目
１
０
人
、
３
年
目
７
人
、
４

年
目
９
人
（
多
分
合
っ
て
い
る

は
ず
）
の
計
３
５
人
の
部
員
＋

コ
ー
チ
や
O
B
の
方
々
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
ほ
ぼ
毎

週
の
日
曜
日
、
何
か
し
ら
の
行

事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
１
０

月
～
１
２
月
の
日
曜
日
の
う

ち
、
何
も
行
事
が
無
か
っ
た
、

も
し
く
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
予

定
が
な
い
と
い
う
の
は
２
回
だ

け
で
す
。
み
ん
な
、
金
欠
と
体

力
欠
と
レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
つ

つ
も
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
部
長
に
と
っ
て
、

そ
し
て
、
部
に
と
っ
て
非
常
に

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
こ
れ
な
く
し
て
は

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
部
で
あ

る
と
言
い
難
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、日
曜
以
外
の
活
動（
水

曜
練
や
テ
ク
ニ
カ
ル
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
）
も
行
っ
て
い
て
、
フ
ル

に
参
加
し
た
ら
、
も
う
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
以
外

の
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お

り
、
主
な
と
こ
ろ
で
す
と
毎
年

行
わ
れ
る
工
大
祭
に
出
店
を
し

ま
し
た
。
１
，
２
年
生
を
中
心

に
今
年
は
３
店
舗（
や
き
そ
ば
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
広
島
風
お

好
み
焼
き
）
出
店
し
て
、
か
な

り
の
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
次
に
、
普
段
の
部
室
の
様
子

に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
の
春
、
新
歓
を
す
る

に
あ
た
り
、
畳
を
干
し
て
カ
ー

ペ
ッ
ト
を
総
取
り
替
え
し
た
せ

い
か
、
よ
り
居
心
地
の
良
い

（
け
っ
し
て
「
住
み
心
地
の
良

い
」
で
は
な
い
）
ス
ペ
ー
ス
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
麻
雀

を
や
る
人
も
い
れ
ば
、
メ
ガ
ド

ラ
イ
ヴ
を
や
る
人
も
い
て
、
ま

た
、
部
室
で
着
替
え
て
外
へ
走

り
に
行
く
人
も
い
ま
す
し
、
地

図
を
眺
め
て
い
る
人
も
と
き
ど

き
い
ま
す
。
た
ま
に
、
突
発
的

に
部
室
で
飲
み
会
が
行
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
寒
く

な
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
う
ち

突
発
的
に
鍋
で
も
や
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
な
に
は
と
も
あ

れ
、
部
室
は
部
員
の
憩
い
の
場

で
あ
り
、
現
在
で
は
部
室
無
し

で
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
部

は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　
以
上
、
大
し
た
紹
介
も
で
き

ま
せ
ん
で
申
し
訳
有
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
辺
で
文
を
し
め
く
く

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
ま

で
読
ん
で
く
れ
た
そ
こ
の
御

方
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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東
工
大
Ｏ
Ｌ
Ｔ
部
長
の
言
葉

田
中
　
淳
一
（
二
三
期
）

つ
ば
め
会
活
動
報
告

コ
ー
チ
の
言
葉

倉
澤
勝
美
（
二
〇
期
）
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ML・ホームページについて 
つばめ会会員間の連絡手段の１つとしてつばめ会 ML（メーリングリスト）を立ち上げています。大会情報・
観戦記、同期会・飲み会の連絡、近況報告など、自由に使ってください。メールアドレスは
tsubame@egroups.co.jp です。ご不明な点がありましたら、管理者の當銘直告氏(toume@milk.freemail.ne.jp)
ま で ご 連 絡 く だ さ い 。 こ の ML に 関 す る ホ ー ム ペ ー ジ （ 登 録 メ ン バ ー の み ）
http://www.egroups.co.jp/list/tsubame にもぜひアクセスしてください。 
また、つばめ会およびつばめ会湘南支部のホームページが稼動中です。ぜひご覧ください。 
●つばめ会のホームページ（作成者：円井基史氏（19 期）） 
http://www.geocities.co.jp/Athlete-Olympia/1614/ 
●Forest Green（つばめ会湘南支部のホームページ）（作成者：佐々木順氏（13 期））  
http://www3.plala.or.jp/junkun/ 
東工大 OLT のホームページもリニューアルしました。ぜひアクセスしてください。 
●東工大 OLT のホームページ（作成者：小川千隼氏（22 期）） 
http://titolt.hoops.ne.jp/ 
 久しぶりにＯＬの大会へ参加してみたい方は、つばめ会ＭＬまたは川俣までお問合わせください。また、
以下のホームページをおすすめします。 
●Orienteering.com 
http://www.orienteering.com/index-j.htm 
●森を走ろう！ 
http://www02.so-net.ne.jp/~forest/ 
 

編集後記 
ようやく会報を形にすることが出来ました。発行が遅れてしまいまして申し訳ございませんでした。普段

の WORD 形式と違った形でやってみようと思ったところまではよかったのですが、修士論文と学会発表の
ダブルパンチが非常に効果的でした。 
そんなこんなで、学会で北大に行きました。雪に埋もれた北大はなかなか印象的な光景でした。OL やっ

てて北大はなかなか勝てないイメージがありますが、キャンパスは完敗です。クラーク像、ポプラ並木、、、。
生協では冷蔵庫等の家電器具や野菜、肉、魚などもあり、北大の先生は「主婦が生協に買い物に来て」困っ
ているようでした。 
北海道は、食べるものは旨い、スキー場の雪質は最高、と。なかなかでした。帰りの飛行機が例のシステ

ムトラブルのために酷く遅れてしまったのも気にならないくらいでした。 
行ってみて北大のファンになってしまいましたがインカレでは東工大に頑張って欲しいものです。 
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